平成30年度活動報告書
HIT部会

1． 平成30年度の活動報告
a) SSCシンポジウム
　HIT部会では、HITの診断・治療ガイドラインの作成を進めており、平成29年度に決めたClinical Question（CQ）を部会内でさらに検討し、７つの大項目に分けてそれぞれのエキスパートが担当し、ヘパリン起因性血小板減少症の診断、治療ガイドライン策定に向けて-Clinical Questionに対する最新情報-とのテーマで発表を行った。前年度に検討したCQに基づき、抽出した参考文献から、CQに対する推奨文と解説文を提案し、ディスカッションを行った。今回の検討、討議でCQと推奨文を大枠が完成することができた。

b) ガイドライン、診断基準、共同研究などの成果
　前年度のSSCシンポジウム後にCQを決定し、関連する参考文献の抽出および収集したところ、さらにCQを分ける必要が出たため、CQを７つの大項目に分類した。各担当を決定し、各自でCQに必要な文献の抽出および推奨文を作成し、SSCシンポジウムで発表を行った。そこで検討されたことを踏まえて、推奨文および解説文をガイドラインのフォーマットで作成していく。

c) その他の活動
　以前から和中によりHITの情報提供の場としてホームページが作製されていた。定期的にホームページの更新及び症例相談にも応じている。
　全国様々な病院からのHIT診断に対するコンサルテーション依頼に対応するために、本邦での機能的HIT抗体検査は、国立循環器病研究センターの宮田らによって行われている。また、HITの全国登録調査が実施され、日本のHIT疑い症例のデータは当該施設に集約されている。

2． [bookmark: _GoBack]令和元年度の活動計画
　ガイドラインの完成に向けて活動していく。CQに対する暫定的な推奨文および解説文は完成したため、GRADEに基づくMinds診療ガイドラインに則って、ガイドラインの正式な文書を作成する。必要に応じてHIT部会員で集まり、進捗を確認しながら進めていく。HITガイドライン作成委員会にも、適宜、意見を仰いでいく。
